
」avaプログラミング I

デ 今日の諸義で学lSi内 容
・演算子の優先順位
・優先順位の変更の方法
。キヤスト演算子と型変換

演算子の優先順位

(主な演算子の優先順位)

――――――~合 規貝」
後置インクリメン ト

()  キャス ト       右
*     乗算           左
/     除算           左
%     乗J余           左
+     加算 (文字列連結)     左
―     減算           左
くく     左シフ ト          左
>>     右シフ ト          左
>>>    符 号 な lノ有 シフ ト

>     より大きい
>=    以上
く     未満
く=    以 下            左

5回目 演算子の優先順位と変数の型変換

左 結 合

右 結 合

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample5_■ .java

優先順位が等しい場合、左側から順に演算をする規員リ

の場合 a*° b%'c/こ d; となります
→

優先順位が等しい場合、右側から順に演算をする規則

」lL『Ъ場合国  
となります

←

| 1  演算子の優先順位      :

式を計算するときの演算の順序です

例えば、a=b*c+d;で は乗算を先に計算するというルールです
/^、

^め
//

ギ
リ

左
左
左

左
ろ
3公 フ
l― 」

`

式 ｀

キα

/6

ちが音段行うように

加算や減算よりも

乗算や除算の方が

優先順位が高いです

=は演算結果を持ちます

・右辺の値を左辺に代入します
。式の演算結果は代入された値です
例えば、
int d;

System.out.println(d=6)j

とすると、画面には 
｀

6

と出力されて dには 6が代入されます

//演算子の優先順位
class sample5_

{

public static void main(string[]args)

{

int a=6, b=2, c=5;

int d■ , d2, d3j
String strl;

ぶ賀(以望里壁輩鼈亘萱亜互∃
バ炒ず鰺嘲糧亜□
な
`谷
     輻瞬

//加算より除算の優先順位が高いかつ加算は左結合の演算子なので左側から
//順に演算

翔∫I
strl=・ a/・ b,° "文字列"+ψ b+° c;

System.out.println(・ a=" + a 十 “, b=" 十 b + 'ち  C=" + C);
system.out.println(“ a+b*C = " + dl);

system.out.printin(・ C%b+a = " + d2)j

system.out.println("a/b*C = “ + d3);

System.out.println(“ a/b■ Y"文 字列Y"+b+c="+Strl)j
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実行画面

a=6, b=2, c=5

a+b*c = 16

c%b+a = 7

a/b*C = 15

a/bキ "文字列"+b+c=3文字列 25

実行画面

10/(5-3)=5

(4+17)%2-1‐ 0

1+2=12です。
1+2‐ 3です。

3*4=12です。

式のグループイヒ

ソースコード例

()による演算子の優先順位の変更    '

式を ()で囲みグループにすることにより、

その部分の演算を他より先に行わせることができます

たとえば、

(a+b)*C; の場合
ピ(a+・ b上 *〕

動 となります

R置習星姜金需需晉樗識弁詈橿讐保垢清響ま誓
もできます(()ズ○)ス○

演算子の優先順1立をすべて覚えるのは大変です

意図的に ()を用いて優先順位を指定するとよいでしょう

値の型変換

型のランク       型は値の表現範囲より次のようにランク付けされています

これを型のランクといいます

低い 年                   ~~~~~~~一 ―一一―一‐
⊃ 高い

値の型変換 値の型を変換することです

たとえば、double型から int型、byte型からint型 の変換です

型変換は型のランクにもとづき区別され処理されます

回(重婁遅れます

ほ                ■ます

fを重鐘菫量ど含争竃巽ゝ[1蘊冨λ5→ mttt ζ
惨興型整銚懇圃κ●す

ソースフアイル名 :Sample5_2.java

//演算子の優先順位の変更

class Sample5_2

(

public static void main(String[]args)

(

ず釧洟郵iilポ lTF旧

Jこ御除算が行われる

ο嘔璽諄11群01T¨
器壁む

//すべて等しい優先順位かつ左結合の演算子なので左倶」から順に演算

system.out.println("1+2=‖ +1■2+Fす。
//期待通りの結果が得られない

system.out println("■ +2ど +回 +“ て

//()により優先順位を変更   。

1lm言量勒:場」肛 +

つ;鶴
_

"です。・)j



型変換はいつ行われる? ①変数に値を代入するとき
②演算を行うとき

タ ャスト演算子と演算子の優先順位変更の記号は、どちらも ()です
き

                    を書きます
★優先順位変更の場合は括311の中に1璽

饉)を
書きます

高いランクの変数へ代入

低いランクの変数へ代入

では、情報が

失われます。

プログラマがこれを

承知して行っている

かかどうか ]avaが判

断できないため、エラ
ーを出します。

…

   く)

/ヘ
ンV

自動的に型の拡大変換が行われます

奮
int i = 53

double d = ij

ハ

自動的な縮小変換は行われません!:

例えば、
double d = 5.5;

勤ort sァ

い このようなコードをコンバイルしたら
「精度が落ちている可能性」

というコンノ
'イ

ルエラーがでます

介
ャスト演算子、()は優先順位変更で、変数 aの値は 5です

ソースコード例
ソースフアイル名 :sample5_3.java

実行画面

int型 2 -> double型 2.0

double型 2.5 -> int型 2

int型 256 -> byte型 0

//代入時の型変換
class sample5_3

(

public static void main(string[] args)

{

byte a; 8び
｀
ッl―  ク～2"

int b;

double cj

//int型から double型への型変換

b=2j

2"票t:i.焦訃:習Fl鷲Υ驚+"→ doubb型“+o;
//dOuble型 からint型への型変換
c=2.5,2

2"=F¨ C盤
|よ
型ネ舅igittξl13翼よ基真呪糀 化しれヽ

System.out.println(“ dOuble型“ + c + " ―> int型 " + b);

//int型から byte型への型変換

∂ :[〔透豊憂ゞ 〃 低ぃランクの型への変換 キャスト演算子必要
system.out.println("int型 " + b + ・ ―> byte型 " + a);

}

256(1。
)‐
1,0000,0000(2)

この1直を byte型 (8ビット)で切り取ると、
0000,0000(2)と なります

∈ 正 l望 量
子
}よ

り明示的に型変換を行います

磯褥 112鮮躙 醐ダ
変換します

―
―

)

ヨIⅧ I脇 ″″

li勒
とすれば、明示的に型の縮小変換が行われ、変数 sに 5が代入されます

Dキ ャスト演算は
ス

時的な型変換ですので、このとき変数 dのイ直は 5,5のままです

贔 夏懸F｀

キヤスト演算子は型9む杢案望′
も使えます

int型のlL●を double型 に拡大変換を行う場合は、
int i = 5j

とすれば、耐業器暑量需拡大変換が行われます
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②演算を行うときの拡大変換と縮小変換

ソースコード例

ソースフアイル名

整数値や整数勁 変数のみか

らなる足し算や引き算の式で

は答えは整数ですね

しかし、

除算を含む場合は小数が出る

場合がありますので、演算結果

の型の決まり方に注意 !!

System.out,println(・ 5/4は "十 diV+"です。 ");

//int型/int型であるため型変換はされず、式の値は int型になる

//こ のため期待通りの答えが得られない

//一方の変数を double型にキャスト演算子を用いて拡大変換することで

//演算は double型で行われる

掌tLI饉夕輝憾特¨ t
r/マ

r、 汐/ャ

ん蘊

r.ク /,。

異なるランク  異なるランクの型が同じ式に混在する場合

の変数の混在  演算前に一方のオペランドがランクの高い型に一日寺的に拡大変換されます

演算後の式の演算結果はオペランドの型の中でランクの高い型になります

例え |

2*`2
5/2.0

2.0 * 2.5

5。♀/2.0

島」byte型 とshort型、char型のオベランドは、

演算前に一時的にランクの高いint型へ拡大変換されます

ソースコード例
ソースファイル名 :Sample5_4.java

実行画面

直径が 2cmの円の

円周は 6.28cnです。

実行画面

→

//演算時の型変換■

class Sample5_4

{

public static void main(String[l args)

{

■nt diameter=2;

double pi=3.■ 4;

//円周の計算
System.out.println("直径が"+diameter+“ cmの円の");

system.out.printin("円周は“+`diameter*pl)十 "Cmです。

//int型 *double型 であるため、

//int型変数は double型 に変換されて演算されます

//式の値は double型 になります

j2メ

→2υ メ

'`)j

J
3.′号

う ′pδ

5/4は 1.0です。

5/4は 1.25です。⑬′ゆ→刃β
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議 今日の講薔のまとめ =
。演算子の優先順位は、式の演算のllE序 を決めます。たとえば、乗算演算子は力0算演算子よ
りも優先順位が高いので、先に演算を行います。また、代入演算子や複合代入演算子の優先
順位は最も低いので、最後に演算を行います。

・括弧 ()を用いることで式の演算の順序を変更することができます。括弧 ( )の中が先
に演算されます。

・型のランクとは、扱える値の範囲により昇順に並べた型の順番です。一番低いランクの型
は byte型で、一番高いランクの型は double型 です。

・ 値の型変換には、拡大変換と縮小変換があります。拡大変換とは、ランクの高い型への変
換であり、縮小変換はランクの低い型への変換です。拡大変換では値が補われ、縮小変換で
は値が切り取られます。

。キャスト演算子は、値の型を一時的に変換する演算子です。

・式の演算結果の型は、オペランドの型の中で一番ランクの高い型です。整数型と整数型の
割り算の演算結果は整数型になるため、必要に応じてキャスト演算子で拡大変換をします。




